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　中納屋町大入道保存会の若手として活躍する下田智宏さんと、大入道に初めて出会った時
から大入道に夢中な息子の下田琢巳さん、親子で大入道山車に関わるようになった下田さん
親子にお話を伺いました。

中納屋町大入道保存会

下田　智
と も

宏
ひ ろ

さん（右）・
大入道大好き

琢
た く

巳
み

さん（左）親子
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■大入道との出会い
智宏さん：日本一大きなから
くり人形「大入道山車」（県
指定有形民俗文化財）を守り
伝える大入道保存会との関わ
りは、約10年前にさかのぼ
ります。
市内出身ですが、当時は仕

事の都合で、山口県に住んで
いました。帰省の際に、子ど
もに地元四日市のお祭り、そ
して大入道を見せたいと思い、琢巳が２歳の時に初めて
大入道を見せました。普通の子どもは、大入道の迫力に
泣くことも多いのですが、泣きもせず、親近感を持つよ
うな様子だったのが印象に残っています。翌年も同じよ
うに喜んで大入道を楽しんでいました。
それから３年ほど経って、四日市へ戻ってきたときに、

琢巳に、改めて大入道を見に行きたいかと聞いたところ、
興味がよそへ移ることなく、行きたいと返事がありました。
その流れで保存会へ連絡し、山車を引っ張らせてもら

ったり、太鼓をたたかせてもらったりしました。せっかく
なので、私も保存会の手伝いを始めるようになりました。
琢巳さん：２歳の時に初めて見たことは覚えていないけ
れど、小さいときに見た時の記憶では、「大きいな」「す
ごいな」という思いと、親しみを感じた覚えがあります。

■大入道の魅力
琢巳さん：もともとインド
ア派で、ものづくりや、か
らくり、ものの仕組みなど
に興味がありました。
大入道もどうやって動か
すのか、後ろにまわっての
ぞいていました。教えても
らって初めて分かるような
仕組みがすごいと思いまし
た。そして、昔の人の技術

にびっくりしました。
また、山車の中には８人くらい入っていて、こんなに大
勢の人が入っていたんだと、さらに好奇心が湧きました。
智宏さん：大入道の首の動きや表情は、ほかの山車など
ではなかなか見ることのできない、ダイナミックなもの
です。琢巳も、そこに惹かれたのではないかと思います。

■大入道に携わって
智宏さん：秋・夏の
祭りの時期に合わせ
て予定を空ける習慣
がつくとともに、保
存会に入って、文化
財を伝承するという
意識を強くもつよう
になりました。
また、日ごろ子どもと接する時間がなかなか取れない
ので、貴重な機会でもあります。琢巳も保存会の活動を
通して、年配の人と接する機会が増え、目上の人、友人
への接し方や礼儀が身に付いてきたと感じています。

■これからの抱負
智宏さん：山車があるということは、子どものころから
当たり前の風景でしたが、昔は気軽に近づけませんでし
た。今、大入道に携われることになり、大きなチャンス
を得たと思っています。このご縁を大切にしていきたい

です。保存会にも、私より
も若い人にもっと入っても
らい、大所帯で幅広い活動
ができるようになっていけ
ば、次世代へ文化を繋いで
ゆくという点でもなにより
だと思います。

琢巳さん：まずは囃
はや

子
し

方
かた

として、太鼓などの演奏がもっ
とうまくなりたい。そしていずれは、大入道の目玉や舌
を動かす人として、見る人がワーッと驚く声を上げるよ
うな演技をしたいです。

８月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。

→
大入道と関わり始めたころの
智宏さんと琢巳さん

四日市へ戻ってきたころの
智宏さんと琢巳さん


